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会
長
ご
挨
拶

山
中
緑
峰

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
皆
様
に
お
会
い
し
て

総
会
を
開
く
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
総
会
は
紙
上
表
決
で

行
い
ま
し
た
所
、
満
場

一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告

し
ま
す
。

前
会
長
、
大
澤
慧
峻
先
生
が
親

族
の
ご
病
気
看
病
の
た
め
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

後
任
に
山
中
緑
峰
が
会
長
に
命

じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

山中会長

今
年
の
重
点
目
標

・ｆ
ハ一、一
、
会
員
の
増
加

二
、
研
修
会
の
実
施

三
、
運
命
宝
鑑
の
販

士冗四
、
親
睦
の
た
め
の

諸
行
事
と
し
て
総

会
、
懇
親
会
、
新
年

会
、
親
睦
行
事
な
ど

を
核
と
し
て
実
施

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
会
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

以
上
微
力
な
が
ら

執
行
役
員

一
同
目
標

に
向
け
て
努
力
し
ま

す
の
で
の
で
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

・諦
ジ
¨

多
曜
ヽ

会
運
営
の
た
め
の

組
織

【執
行
機
関
】

会
長山
中
緑
峰

副
会
長
小
林
史
佳

専
務
理
事

土
呂
直
史

財
務
理
事

平
塚
清
炸

常
務
理
事

中
城
玉
聖

水
野
律
子

あ
ゆ
み
い
な

常
任
理
事

松
本
百
栗

吉
田
光
秀

三
橋
通
孝

鳥
羽
浩
嵩

山
藤
恵
幸

中
里
有
希

監
事佐
藤
茂
雄

石
井
紀
子

令
和
三
年
度
の
年
会

費
が
未
納
な
方
は
、

十
月
末
日
ま
で
に

（
８
０
０
０
円
）

の
納
入
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

年
会
費
は
会
の
運
営
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

◆
振
込
口
座

全
日
本
運
命
学
会

『ゆ
う
ち
ょ
銀
行
』

◆
口
座
番
号

『
１

０

０

５

０

‐

６

２
１
２
９
５

８

１
』

に
お
振
込
み
下
さ
い
。

【令
和
二
年
度
】

今
後
の
懇
親
会
、

新
年
会
、
親
睦
行

事
に
つ
き
ま
し
て

は
適
宜
変
更
し
て

ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
何

卒
ご
理
解
と
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
連
絡

鷲

半籐
【令
和
三
年
度
】

会
員
の
動
向
に
つ

い
て
・
退
会
会
員

一
名

田
畑

妙
公
先
生

令
和
三
年
六
月

【年
会
費
】

納
入
に
つ
い
て



一
、
日
時
場
所

令
和
二
年
七
月
七
日

（火
）一
〇
時
～

一
二
時

東
京
銀
座
　
美
術
会

館
三
階
　
会
議
室

二
、
出
席
者

役
員
六
名

山
中
緑
峰
、
小
林
史

佳
、
土
呂
直
史
、
水
野

律
子
、
あ
ゆ
み
い
な
、

幸
樹
前
財
務
理
事

二
、
議
事
内
容

一
（
一
）
令
和
元
年
会
計

一
と
の
引
継
ぎ

一　
　
ｏ
日
時
場
所

一　

同
日

一
　

一
〇
時
～

一
二
時

一　

東
京
銀
座
　
美
術
会

館
三
階
　
会
議
室

●
エユ
〈バ
入
（

山
中
緑
峰
、
小
林
史

佳
、
土
呂
直
史
、
水
野

律
子
、
あ
ゆ
み
い
な

・
引
継
ぎ
内
容

銀
行
通
帳

（ゆ
う
ち
ょ

銀
行

・
１
０
０
５
０

６
２
１
２
９
５
８
１
）

残
高
確
認
、
現
金
確
認
、

金
銭
出
納
帳
、
領
収
書
、

会
の
印
鑑
、
縦
版
、
横

版
、
そ
の
他

（
二
）
会
計
収
支
状
況

に
つ
い
て

令
和
二
年
八
月
二
十

日
十
時
～
予
定

（三
）
令
和
三
年
運
命

宝
館
暦
発
送
状
況
に
つ

い
て①
現
在
の
受
注
状
況

確
認
と
受
注
の
見
通
し

を
小
林
史
佳
副
会
長
よ

ｈ
ノ
・
七
月
七
日
現
在
で

約

一
二
〇
〇
冊
の
受
注

見
込
み
ほ
ぼ
例
年
通
り

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
進

ん
で
い
る
。

・
販
売
方
法

今
後
努
力
す
る

・
そ
の
他
　
な
し

（
四
）
令
和
二
年
度

研
修
会
状
況
に
つ
い

て

・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
努
め
な
が
ら
適
宜

変
更
し
て
実
施
し
て

い
く
。
手
相
の
支
線

に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
二
ヶ
月
に

一
度
開

催
す
る
・
今
後
予
定

八
月
二
十
日

（木
）

返
信
用
は
が
き
に
て

出
席
者
を
確
認
し
入

数
に
よ

っ
て
適
宜
判

断
す
る
こ
と
と
す
る
。

十
月
十
五
日

（木
）

十
二
月
十
七
日

（木
）

令
和
三
年

二
月
十
八
日

（木
）

（五
）
親
睦
研
修
旅
行

に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を

み
て
判
断
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。
代
替
案

も
模
索
し
て
い
く

方
向
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

（六
）
会
報
発
行
の
件

・
令
和
二
年
度
に
つ

い
て
は
年
二
回

（九
月

三
五
号

・
三
月
三
十
六

号
）
発
行
と
す
る
。

（七
）
そ
の
他

な
し

次
回
幹
部
会

八
月
二
十
日

一
〇
時

‐

一
二
時
　
美
術
家
会
館

に
て
第
二
回
研
修
会

八
月
二
十
日

一
三
時

‐

実
施
　
美
術
家
会
館
に

て定
刻
に
至
り
、
山
中
会

長
は
閉
会
を
宣
言
し
終

了
し
た
。

多

酵
一
、
■

キ́ヽ
ヽ

１
、
安
倍
総
理
退
陣
ま
で

安
倍
晋
三
総
理
が
、
８

月
２
８
日
に
辞
意
表
明
を

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
マ
ヤ
暦
の
タ
イ

ミ
ン
グ
か
ら
見
て
、
ま
さ

に
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
た
。

マ
ヤ
暦
は
、
古
代
マ
ヤ
人

が
、
天
文
学
と
数
学
を
駆

使
し
て
作
り
上
げ
た
も
の

で
す
。

マ
ヤ
暦
は
、
１
３
と
２
０

の
サ
イ
ク
ル
で
２
６
０
日

か
ら
な
り
、
ｋ
ｉ

ｎ
ｌ
か

ら
ｋ
ｉ

ｎ
２
６
０
ま
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
５
つ

の
城

（期
間
）
（赤
白
青

黄
緑
）
に
分
か
れ
ま
す
。

一
つ
の
城
は
、
１
３
日
が

４
週
で
５
２
日
か
ら
に

な

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
第
１
の
赤
い
城

は
、
３
月
２
９
日
か
ら
５

月
２
０
日
で
、
今
年
の
や

る
べ
き
こ
と
、
テ
ー
マ
の

誕
生
、
種
ま
き
を
す
る
時

期
で
す
。

特
に
、
ｋ
ｉ
ｎ
ｌ
の
３
月

２
９
日
に
何
を
し
た
の
か

が
、
大
事
で
す
。
３
月

２
９
日
か
ら
の
時
期
は
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
、

都
知
事
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

発
言
、
そ
の
後
、
安
倍
首

相
の
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
、

日
本
が
コ
ロ
ナ
対
策
に
本

格
的
に
追
わ
れ
た
１
３
日

間
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
バ
ラ

ン
ス
を
ど
う
と
る
か
、
新

し
い
時
代
に
ど
う
対
処
す

る
か
が
、
今
年
の
日
本
の

テ
ー
マ
で
す

第
２
の
白
い
城
は
５
月

２
１
日
か
ら
７
月
１
１
日

ま
で
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
第
１
の
城

の
テ
ー
マ
、
日
標
が
、
本

当
の
そ
れ
で
よ
い
の
か
と

い
ろ
い
ろ
お
試
し
や
試
練

洗
練
、
鍛
錬
さ
れ
る
時
期

で
す
。

安
倍
内
閣
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
、
各
国
の
首
相
や
、
小

池
都
知
事
や
、
西
村
府
知

事
に
比
べ
、
ス
ピ
ー
ド

に
か
け
、
ア
ベ
ノ
マ
ス

ク
、　
一
律
の
給
付
金
の

遅
れ
な
ど
失
態
だ
ら
け

で
支
持
率
が
急
激
に
下

が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
検
察
庁
法
改

正
断
念
、
河
野
防
衛
大

臣
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
の
撤
回
、
前
法
相

の
河
合
夫
妻
の
逮
捕
な

ど
が
続
き
ま
し
た
。
こ

こ
は
、
安
倍
総
理
が
、

自
分
を
顧
み
ず
、
日
本

の
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
断
行
す
べ
き
で
し
た

が
、
国
民
を
軽
視
し
た

お
側
用
人
の
経
産
省
官

僚
の
言
い
な
り
で
、
お

坊
ち
ゃ
ん
内
閣
の
弱
さ

が
露
呈
し
ま
し
た
。

７
月
１
２
日
か
ら
９
月

１
日
ま
で
の
第
二
の
青

い
城
の
時
期
は
、
大
転

換
、
変
容
が
テ
ー
マ
で

す
。
８
月
２
４
日
に
、
大
叔

父
の
佐
藤
栄
作
首
相
を

超
え
、
憲
政
史
上
最
長

の
長
期
政
権
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
安
倍

首
相
は
、
自
の
時
代
の

試
練
に
耐
え
き
れ
ず
、

持
病
の
潰
瘍
性
大
腸
炎

が
悪
化
し
、
２
８
日
に

健
康
問
題
か
ら
、
突
然

辞
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

2
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日
本
も
こ
こ
で
大
き
く
、

変
化
し
た
わ
け
で
す
。

２
、
安
倍
総
理
と
総
裁
選

の
候
補
者
た
ち
を
マ
ヤ
暦

で
み
て

安
倍
晋
三
総
理
は
、

１
９
５
４
年
９
月
２
１
日

生
ま
れ
、
６
５
歳
で
、
マ

ヤ
暦
で
見
る
と
ｋ
ｉ
ｎ
６

で
す
。

顕
在
意
識
の
、
太
陽
の
紋

章
が
、
キ
ー
ミ
ー
、
白
い

世
界
の
橋
渡
し
、
潜
在
意

識
の
Ｗ
Ｓ
が
イ
ー
ミ
ッ

シ
ュ
、
赤
い
龍
で
す
。
自

い
世
界
の
橋
渡
し
は
、
い

ろ
ん
な
世
界
を
つ
な
い
で

い
く
役
割
な
の
で
、
外
交

官
や
政
治
家
に
は
、
ぴ

っ

た
り
で
す
。

ｋ
ｉ
ｎ
６
の
有
名
人
に
は
、

田
中
真
紀
子
、
猪
瀬
直
樹

が
い
ま
す
。

ま
た
能
力
と
役
割
り
を
示

す
音
が
６
で
す
。

６
は
、
マ
イ
ペ
ー
ス
に
進

み
な
が
ら
も
、
周
囲
を
尊

重
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

お
友
達
を
尊
重
し
す
ぎ
た

た
の
も
、
こ
の
せ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
菅

義
偉
、
石
破
茂
、
岸
田
文

雄
の
３
人
が
総
裁
選
に
出

馬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
、　
一
番
候
補
と
い
わ

れ
る
菅
義
偉
官
房
長
官
。

菅
さ
ん
は
、
１
９
４
８
年

１
２
月
６
日
生
ま
れ
、

ｋ
ｉ
ｎ
２
３
２
．
太
陽
の

紋
章
が
エ
ブ
、
黄
色
い
人
、

Ｗ
Ｓ
は
、
イ
ー
ク
白
い
風

で
す
。

菅
さ
ん
は
、
安
倍
総
理
や

ほ
か
の
候
補
が
、
２
世
３

世
な
の
に
比
べ
て
、
秋
田

の
農
家
の
出
身
で
集
団
就

職
で
東
京
に
出
て
き
て
、

夜
学
で
大
学
を
出
た
と
い

う
苦
労
人
で
す
。
そ
の
後
、

議
員
秘
書
か
ら
地
方
議
員

と
な
り
、
官
房
長
官
ま
で

昇
り
詰
め
ま
し
た
。

エ
ブ
は
、
自
由
人
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の

で
、
最
初
は
驚
き
で
し
た
。

し
か
し
、
良
く
調
べ
て
み

る
と
、
服
従
と
い
う
意
味

も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

菅
さ
ん
は
安
倍
総
理
な
ど

自
分
の
上
位
の
人
に
、
服

従
す
る
と
と
も
に
、
内
閣

人
事
局
の
局
長
人
事
を
握

り
、
官
僚
に
も
服
従
を
し

い
る
人
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

そ
れ
と
同
時
に
潜
在
意
識

に
は
、
白
い
風
が
あ
り
ま

す
。
白
い
風
は
、
情
報
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
歴
代
官
房

長
官
で
屈
指
の
情
報
収
集

能
力
の
持
ち
主
と
い
わ
れ

ま
す
。

音
は
１
１
で
、
閉
塞
感
を

開
放
す
る
た
め
に
初
心
貫

徹
、
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま

さ
し
く
、
地
方
創
生
を
目

指
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

推
進
し
た
と
こ
ろ
に
も
表

れ
て
お
り
、
本
命
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
石
破
茂

氏
は
、
１
９
５
７
年
２
月

４
日
生
ま
れ
、

ｋ
ｉ
ｎ
９
２
の
人
で
す
。

ｋ
ｉ
ｎ
９
２
は
、
太
陽
の

紋
章
も
、
Ｗ
Ｓ
も
黄
色
い

人
、
エ
ブ
で
、
音
は
１
で

す
。
軍
事
オ
タ
ク
、
ア
イ

ド
ル
好
き
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
非
常
に
こ
だ
わ
り

が
強
い
人
と
思
わ
れ
ま

す
。
石
破
氏
は
、
民
間
で

は
人
気
が
高
い
が
、
国
会

議
員
で
は
、
支
持
者
が
少

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、
御
世
話
に
な
っ
た

人
に
後
足
で
砂
を
か
け
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
、

本
人
の
こ
だ
わ
り
も
自
分

な
り
の
理
屈
で
、
意
思
決

定
の
音
１
の
人
な
の
で
、

他
の
数
字
の
人
に
は
、
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岸
田
文
雄
氏
は
、

１
９
５
７
年
７
月
２
９
日

生
ま
れ
、
Ｋ
ｉ
ｎ
７
青
い

手
と
赤
い
龍
を
持
ち
、
音

は
７
で
す
。

母
性
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
人
に
癒
し
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
る
人
で
す

が
、
総
理
大
臣
に
は
、
男

性
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

マ
ヤ
暦
を
見
て
い
て
、

す
ご
い
と
思
う
の
は
、
安

倍
首
相
が
岸
田
文
雄
さ
ん

を
最
初
後
継
者
に
と
思
っ

て
い
た
わ
け
が
よ
く
わ
か

る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
安
倍
総
理
が

ｋ
ｉ
ｎ
６
で
、
岸
田
氏
が

次
の
ｋ
ｉ
ｎ
７
の
連
番
だ

か
ら
で
す
。

青
い
手
を
持
ち
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
み
や
す
い
人
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
減
収
世
帯

へ
の
３
０
万
の
給
付
金
の

支
給
を
主
張
し
、
政
府
の

政
策
変
更
で
、
指
導
力
の

な
さ
が
、
あ
ら
わ
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。

性
格
的
に
は
、
虚
栄

の
た
め
の
競
争
心
か
ら

争
い
事
が
多
く
な
り
、

猜
疑
心
に
よ
る
毒
舌
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
友
人
や
同
僚
と
は

イ
ザ
コ
ザ
が
絶
え
な
く

な
っ
て
反
目
す
る
よ
う

に
な
り
、
共
同
事
業
は

紛
争
ご
と
が
生
じ
て
衰

退
し
、
金
銭
面
も
困
窮

し
て
き
ま
す
。

ま
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

目
上
の
人
や
上
司
、
同

僚
、
日
下
の
者
と
の
意

見
が
対
立
し
て
、
四
面

楚
歌
の
状
態
と
な
り
、

家
庭
内
に
お
い
て
も
不

和
が
生
じ
が
ち
と
な
り
、

内
外
と
も
に
敵
を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

金
銭
の
賃
借
は
失
敗
に

終
わ
り
、
警
察
や
裁
判

沙
汰
と
な
る
問
題
が
起

こ
っ
て
き
ま
す
。
縁
談

や
結
婚
に
つ
い
て
は
ウ

ソ
が
多
く
、
だ
ま
さ
れ

た
り
、
詐
欺
的
な
結
果

に
終
わ
る
傾
向
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
何
事
に

よ
ら
ず
口
が
禍
い
し
て

生
じ
る
災
厄
が
多
く
、

考
え
方
も
誇
大
妄
想
的

と
な
っ
て
自
ら
墓
穴
を

掘
る
よ
う
な
発
言
や
行

動
を
と
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
か
ら
、　
一
刻
も
早

く
吉
方
位
に
移
転
す
る

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
手
形
に

よ
る
不
渡
り
に
は
要
注

意
し
て
下
さ
い
。

健
康
面
で
は
、
心
臓

病
、
脳
病
、
胸
部
疾
患
、

眼
病
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や

精
神
病
患
者
に
な
る

…■_
ハ

ロ
コ
ロ
Ｌ
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☆
西

（喜
楽
宮

・
兌
官
）

の
暗
剣
殺
を
犯
し
た
場
合

ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ

る
の
か
？

（七
赤
中
宮
の
年
・月
ｏ
日
）

3



傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、

警
戒
を
要
し
ま
す
。
暗
剣

殺
と
歳
破
が
重
な

っ
た
時

は
病
状
が
急
速
に
変
化
し

死
に
至
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

☆
西
北

（強
運
宮
・乾
宮
）

の
暗
剣
殺
を
犯
し
た
場
合

ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ

る
の
か
？

（六
赤
中
宮
の
年
・月
ｏ
日
）

暗

性
格
的
に
は
、
反
抗
的
と

な
り
、
上
位
や
目
上
の
人

と
口
論
し
て
上
手
く
行
か

ず
、
す
べ
て
に
く
い
ち
が

い
や
、
手
違
い
が
生
じ
が

ち
と
な
り
ま
す
。
財
産
問

題
や
証
券
問
題
な
ど
見
当

違
い
や
手
違
い
に
よ

っ
て

失
敗
し
て
、
破
産
の
憂
き

目
を
み
る
こ
と
が
あ
り
、

家
庭
も
乱
れ
て
夫
婦
離
別

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

勝
負
事
に
熱
中
し
て
財

を
失
い
、
多
額
の
損
害

と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
の
衝
突

事
故
も
生
じ
や
す
く
、

剣
難
の
災
い
が
あ
り
ま

す
。
強
盗
に
刺
さ
れ
た

り
、
待
ち
伏
せ
さ
れ
て

刃
傷
ご
と
が
お
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

乾
の
天
に
破
れ
が
生
じ

ま
す
の
で
、
新
規
の
仕

事
や
事
業
を
て
が
け
る

と
失
敗
し
て
、
大
き
な

損
害
を
こ
う
む
り
ま
す
。

ま
た
、
七
赤
が
座
泊
し

ま
す
の
で
、
金
銭
的
な

問
題
の
悩
み
が
生
じ
、

乾
に
は
八
白

（先
天

七
赤
に
は

一
白
）
先
天

が
内
に
ひ
そ
ん
で
い
ま

す
の
で
、
災
難
や
苦
し

み
ご
と
が
生
じ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

す
べ
て
こ
の
凶
方
位
を

犯
し
ま
す
と
、
自
ら
求

め
て
招
く
災
難
と
な
り

ま
す
か
ら
、　
一
刻
も
早

く
こ
れ
を
回
避
し
て
抜

け
出
す
こ
と
が
先
決
問
題

で
す
。
健
康
面
で
は
乾
と

艮
及
び
七
赤
の
象
意
の
病

気
が
併
発
し
ま
す
。
結
核
、

肝
臓
病
、
頭
部
の
疾
患
な

ど
に
犯
さ
れ
る
場
合
が
多

く
、
こ
と
に
急
に
発
病
し

て
急
激
に
悪
化
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
争
い
ご
と
に
よ
る
殺

人
や
傷
害
な
ど
の
凶
災
も

あ
り
ま
す
か
ら
自
戒
を
要

し
ま
す
。

☆
北

（困
難
宮

・
吹
宮
）

の
暗
剣
殺
を
犯
し
た
場
合

ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ

る
の
か
？

（
一
白
中
宮
の
年
・月
ｏ
日
）

性
格
的
に
は
理
性
を
欠

き
が
ち
と
な
り
、
衝
動
的

に
激
怒
し
や
す
く
な
る
た

め
、
日
上
や
上
の
人
と
争

い
が
生
じ
や
す
く
、
す
べ

て
の
こ
と
に
く
い
ち
が
い

が
生
じ
や
す
く
な
り
ま

す
。
次
に
は
目
下
の
象
が

あ
り
ま
す
の
で
部
下
や
、

日
下
の
者
、
子
供
な
ど

に
つ
い
て
の
悩
み
が
生

じ
や
す
く
、
こ
れ
ら
の

者
が
大
事
を
引
き
起
こ

し
て
窮
地
に
立
た
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
自
分
自
身
に
色
情

問
題

（次
の
縁
）
が
お

き
て
、
精
神
面
や
、
金

銭
面
で
苦
労
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
勝
負
事

に
こ
り
ま
す
と
全
財
産

を
失
う
凶
方
現
象
が
発

現
し
ま
す
。

次
の
象
意
に
酒
の
意
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

酒
が
も
と
で
財
産
を
失

う
場
合
も
あ
り
ま
す
か

ら
警
戒
を
要
し
ま
す
。

ま
た
こ
の
凶
方
位
を
犯

し
ま
す
と
、
突
発
的
な

事
件
が
起
き
る
傾
向
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
詐

欺
、
誘
惑
、
誘
拐
事
件

が
起
き
た
り
、
強
盗
に

襲
わ
れ
て
、
盗
難
に
遭

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

六
白
暗
剣
殺
で
す
の
で

脅
迫
さ
れ
た
う
え
に
刃

物
で
傷
つ
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

先
天
に
坤
の
二
黒
が
ひ

そ
ん
で
い
ま
す
の
で
夜

の
意
が
あ
り
、
突
発
的

に
夜
道
で
襲
わ
れ
て
お

も
わ
ぬ
災
難
に
あ
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
夜

道
に
は
十
分
注
意
が
必

要
で
す
。

こ
の
凶
方
現
象
は
、
す

べ
て
他
動
的
な
原
因
か

ら
の
禍
害
と
な
っ
て
発

現
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

健
康
面
で
は
、
次
は

下
の
病
い
の
象
が
あ
り

ま
す
の
で
、
梅
毒
性
の

症
状
か
ら
く
る
脳
病
、

皮
膚
病
、
精
神
障
害
な

ど
に
注
意
を
要
し
ま
す
。

ま
た
肝
臓
、
子
宮
病
、

小
児
系
統
の
病
気
、
胃

腸
病
、
流
産
な
ど
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
本
命
六
自
の
人
、

一
自
の
人
、
月
命
が
六

白
、　
一
自
の
子
供
は
、

健
康
面
や
怪
我
に
注
意

を
要
し
ま
す
。
な
お
自

殺
や
事
故
に
よ
る
死
や
、

か
り
に

一
命
は
助
か
っ

た
と
し
て
も
、
後
遺
症

に
よ
る
発
病
が
生
じ
て

く
る
傾
向
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
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後
記

¨

大
江
山
　
い
く
野
の
道

の
　
遠
け
れ
ば
　
ま
だ

ふ
み
も
見
ず
　
天
橋
立

【百
人

一
首
よ
り
】

都

（京
都
）
か
ら
大
江

山
を
越
え
て
、
生
野
を

抜
け
て
い
く
道
は
と
て

も
遠
い
の
で
、
私
は
い

ま
だ
に
天
橋
立
の
地
を

踏
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
（ま
し
て
は
、
あ

ち
ら
で
暮
ら
す
母
か
ら

の
手
紙
な
ど
み
た
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
よ
）

Ｂ
ｙ

小
式
部
内
侍
／

母
は
和
泉
式
部

京
都
か
ら
大
江
山
経
由

で
天
橋
立
へ
い
く
道
を

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
調

べ
て
み
ま
し
た
。
ざ
つ

と
測
っ
て
１
０
０
ｂ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
な
ら
た

し
か
に

「遠
け
れ
ば
」

で
す
。

4

天
橋
立
と
い
え
ば
…

細
長
く
見
え
た
松
林
が

天
架
か
る
橋
の
よ
う
に

見
え
る
と
い
う

「股
の

ぞ
き
」
。
な
ぜ
そ
う
見
え

る
の
か
？

「普
通
の
状
態
で
の
観
察

よ
り
、
頭
を
横
に
向
け

た
り
、
逆
さ
ま
に
し
て

の
観
察
は
景
色
を
ず

っ

と
明
る
く
明
瞭
に
す
る

な
ど
。
』
研
究
結
果
も
あ

る
そ
う
で
す
。
何
か
に

慣
れ
て
く
る
と
、
私
達

は
つ
い
つ
い
そ
れ
が
当

た
り
前
に
な

っ
て
し
ま

う
。
コ
ロ
ナ
生
活
で
の

自
粛
も
慣
れ
て
き
た
時

に
こ
そ
、
生
活
全
般
、

社
会
と
の
関
わ
り
方
、

自
分
の
あ
り
方
な
ど
、

占
術
を
通
じ
て

「違

っ

た
視
点
で
み
る
」
「別
の

角
度
か
ら
み
る
」
と
い

う
股
の
ぞ
き
で
見
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
い

つ
も
と
は
違

っ
た
景
色

に
よ
り
効
果
的
な
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

け
、
何
か
新
た
な
も
の

を
発
見
、
発
信
し
、
世

の
中
と
人
々
が
明
る
く

過
ご
せ
る
こ
と
を
祈

っ

て
お
り
ま
す
。


